
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【コウノトリが西谷の子どもたちに会いに来てくれました】 

 

去る 10 月 6 日、大原野の西谷小学校近くの田んぼに６羽のコウノトリが飛来、 

カエルや昆虫をついばんでいました。近くの方からの連絡を受けた西谷小学校の校長先生の英断で、 

西谷小学校全校児童と西谷認定こども園の園児たちがコウノトリを見に行きました。 

コウノトリが６羽も飛来するのも珍しいのですが、何よりも地域の方と学校の素早い連携プレー、 

さすが西谷ならではと感心しました。 

後で判ったのですが、コウノトリは前日に鶴見台の電柱で一泊した後、西谷各地を移動、切畑地区の 

目撃を最後に飛び立って行ったようです。  また来てね！ 

 

 

滝内 春雄 91歳 (切畑) 

 

私は、本年、はからずも「兵庫県高齢者特別賞」(県知事表彰)を 

受賞致しました。これまでの歯科診療や公衆衛生活動が評価されての 

受賞と感謝しております。 

私は、昭和51年（1976年）西谷（切畑）の地に日新堂歯科医院を開設し、今年で46年になり

ます。現在は、長男の滝内 聡が医院を継承しております。私同様、宜しくお願い申し上げます。 

最近、私は歯科衛生士と共に口腔ケアを充填とした訪問歯科診療に従事しております。 

長きにわたり私を支えてくださった切畑をはじめとした西谷の方々をはじめ、 

多くの患者様に心から御礼申し上げます。 

 

 

私の「元気で長寿のひけつ」は、 

〝よく動き、くよくよせず、よく眠り、 

よく噛んで、食べ過ぎず、感謝をし、怒らないこと〟です。 

 

第 85 号 令和 4 年 11 月 20 日発行  西谷コミュニティ（西谷地区まちづくり協議会）編集 総務部会 

☆長寿のひけつ☆ 

西谷コミュニティだより 第 85 号 令和 4 年 11 月 20 日発行 

  発行：西谷地区まちづくり協議会  編集：総務部会 発行部数：１,０００部 ※掲載写真、記事の無断複製及び転用 

禁止します。紙面に関するお問い合せは西谷地区まちづくり協議会事務局 電話 0797-91-1788 までお願いいたします。           

             

≪ 西谷 心ふれあう市民の集い を開催いたしました ≫ 
 

去る令和 4 年 11 月 12 日、西谷ふれあい夢プラザにおいて  

「西谷心ふれあう市民の集い」を開催いたしましたところ、 

多くの方にご参加いただき誠にありがとうございました。 

今年も８月に予定していた人権学習会がコロナの感染拡大により中止を 

余儀なくされましたが、この市民の集いが開催できたことは本当に嬉しいことです。 

 第一部は西谷小・中学校の皆さんが応募してくださった、人権作文、人権標語そして 

人権啓発ポスターのうち優秀作品を表彰させていただきました。 

第二部では、オカリナ奏者 徐 香淑(そ・ひゃんす)さん、ヘグム奏者 李 美香(り・みひゃん)さん、 

ピアノ奏者 尾崎 友里さんによる演奏を聞かせていただきました。自然豊かな西谷の秋に染み渡るような癒

しの音楽に感動をいただきました。日本の唱歌や韓国の民謡そして人気の韓国ドラマの挿入曲などを演奏して

いただきました。チャンゴやケンガルといっためずらしい韓国の伝統打楽器の演奏も披露していただきまし

た。圧巻は最後に演奏していただいた日本の「赤とんぼ」と韓国の「アリラン」を重ねて奏でる不思議な楽曲、

とても感動しました。１時間少々の時間があっという間に過ぎてしまう楽しくて感動の演奏会でした。 

 西谷小学校区人権啓発推進委員会 委員長  境 雅彦 

 

にしたに収穫祭が 12 月 4 日（日）に開催されます。 

西谷産のさまざまな農産物の直売。キッチンカーも来場。 

和太鼓の演奏や抽選会などなど、催し物がたくさん！ 

 

 

啓発グッズ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西谷小学校・中学校 児童・生徒数   

 西谷小学校 ・・・ 
1 年生   6 名 2 年生    6 名 3 年生   6 名 

60 名 4 年生  15 名 5 年生  10 名 6 年生  17 名 

 西谷中学校 ・・・ 1 年生   18 名 2 年生   9 名 3 年生  12 名 39 名 

 

西谷の人口は今・・・令和 4 年 10 月末現在 

 人 口 65 歳以上 高齢化率 

宝塚市 231,012 人 66,672 人 28.4％ 

西 谷 2,221 人 1,032 人 46.4％    

 

 

 

 

西谷地区まちづくり協議会  

≪未来の学校を考えるチーム≫ のご案内 
 

 今年 6 月にママさん有志で発足し、現在まちづくり協議会の特設チームとして活動しています。 

子ども・若者の人口が少なくなり、こども園・小学校・中学校が今後どうなっていくのか、みんな心配して 

います。小さくともキラリと光る素敵な学校を、先生方・地域の皆さんと協力してつくっていけたらと願い、

活動しています。先行事例の取り組みに学ぶ会など 7 月と 10 月に開催し、延べ 70 人がご参加くださいました。

同じ課題をもつ猪名川や三田高平との交流も生まれています。来年は、西谷小学校創立 150 周年。 

先人の思いと歩みを胸に、これからも子どもたちがイキイキと育つ場であるよう、 

みなさまのお力と知恵を授けてください。 

ご協力よろしくお願いいたします。                  

新林（神代）智子 

 

 

武田尾駅のバリアフリー化の実現に向けて 

 

10 月 31 日に西谷公共交通対策会議を開催し、武田尾駅のバリアフリー化への 

取り組み、外出支援「西谷移送サービス」への支援策などについて協議しました。 

JR 武田尾駅のバリアフリー化の実現は、地域要望の最重要課題の一つとして実現に向け要望し、宝塚市

が、事業主体である JR 西日本と継続して協議いただいていますが、現在の駅の利用客数は、国が定める基

準に満たず、整備計画がないとの回答であります。 

しかしながら、西谷の玄関口である武田尾駅は、高齢者をはじめすべての利用者の利便性の向上のためバ

リアフリー化は必要であり、地域と市が連携して JR 西日本に対して継続して働きかけることを確認いたし

ました。合わせて、早期実現に向けた啓発用の看板の設置や利用客数の増加につながる観光やインバウンド

等の取り組みを行っていきます。 

また、「西谷移送サービス」への支援策につきましては、人材の確保や送迎車両の維持管理経費等の諸課

題があり、継続して協議していくこととしました。さらに、子どもたちの登下校時のバス運行などスクール

バスの運行についても継続して協議してまいります。 

なお、路線バスの運行見直し後の阪急バスの利用状況の報告を受け、三田便、宝塚便の廃止に伴う減少が

ありますが、武田尾駅発着便は、約５万人あり新型コロナ感染拡大の影響を除き過去５年間の推移では大き

な変化はないとの報告を受けました。 

今後とも、地域挙げて、地域の公共交通を維持し、地域発展につながるよう取り組んでまいりますので、

ご理解とご支援をお願いいたします。 

西谷地区公共交通対策会議会長 塗家 昭彦 

 

アサギマダラ・ふじばかま 

☆わたしもチャレンジﾞ☆  坂田 昊（西谷中学校３年・大岩谷） 

 

私は、先日開催されました「西谷フォーラム」で、司会のサファイアさんの 

アシスタントを務めました。とても緊張しましたが、フォーラムの内容も含め、 

とても勉強になりました。 

私の先祖は西谷生まれではありませんが、私は西谷生まれ西谷育ち、 

故郷は西谷です。今、地域課題に取り組む地域創生活動が学べる学校を 

目指して受験勉強に励んでいます。これから多くのことを学び、 

それらを将来に生かしていきたいです。    

 

※第 2 回西谷フォーラム（9 月 17 日開催）にて、司会のアシスタントをお願いしました。 

 

☆活躍する西谷の星☆  〝 万博で西谷を盛り上げよう 〟 安場 翼 26 歳（大原野） 

 

大阪万博 2025 の来場者を兵庫県にも誘致するため、県を挙げて兵庫県の 

各地域を後押しする企画「ひょうごフィールドパビリオン」というものが 

あるそうです。50 年ぶりに大阪で開催される万博で西谷の魅力を世界中の 

人に知ってもらいたいと思い、応募内容を取りまとめています。 

大学から関東で 8 年間を過ごしましたが、転職を経て今年の 4 月から西谷に 

戻ってきました。8 年間都会で過ごしたからこそ、自然や田舎の魅力を改めて感じます。 

それらを活かして、西谷だからこそ提供できる価値をより多くの人に届けたいと考えているところです。 

「ひょうごフィールドパビリオン」の応募締切は 12 月 16 日で、 

県内で 10 の地域が採択される予定です。西谷を選んで頂くために 

引き続き魅力的な応募内容を検討しておりますので、以下アンケート 

にご協力頂ければ幸いです。        よろしくお願いします！！ 

 


